
元
日
の
大
規
模
な
能
登

半
島
地
震
で
、
住
宅
の
倒、

壊
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら

住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
に
、
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
診
断
に
対

す
る
国
の
補
助
制
度
は
、

民
間
が
実
施
す
る
場
合
は

２
／
３
（
国
１
／
３
、
地

方
１
／
３
、
市
町
村
が
実

）

施
す
る
場
合
は
、
国
１
／

２
で
、
市
町
で
自
己
負
担

額
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
対
象
要
件
で
も

違
い
が
あ
り
ま
す
。

鶴
岡
市
は
昭
和

年
、

56

他
市
町
は
平
成

年
12

鶴
岡
市
は
、
昭
和

年
56

（
１
９
８
１
）
５
月

日
31

以
前
の
着
工
で
す
が
、
酒

田
市
や
庄
内
町
、
遊
佐
町

は
、
平
成

年
（
２
０
０

12

０
）
５
月

日
以
前
着
工

31

の
住
宅
で
す
。

耐
震
基
準
は
、
建
築
基

準
法
が
１
９
５
０
年
に
制

定
さ
れ
十
勝
沖
地
震
１

、

（

９
６
８
）
を
受
け
１
９
７

１
年
宮
城
県
沖
地
震
１

、

（

９
７
８
）
を
受
け
１
９
８

１
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５
）
を
受
け
２

０
０
０
年
に
、
大
き
な
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
１
年
（
昭

）
56

５
月

日
ま
で
に
確
認
申

31

請
を
受
け
た
建
物
は｢

旧
耐

震｣

、
そ
れ
以
降
の
建
物
は

｢

新
耐
震｣

と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

旧
耐
震
で
は
震
度
５
程

度
、
新
耐
震
で
は
震
度
６

強
～
７
程
度
の
大
地
震
で

も
倒
壊
し
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

２
０
０
０
年
（
平

）
12

の
改
正
で
は
、
基
礎
は
地

耐
力
に
合
っ
た
も
の
、
柱

や
筋
交
い
を
固
定
す
る
接

合
部
、
耐
力
壁
の
配
置
も

規
定
さ
れ
ま
し
た
。

耐
震
改
修
補
助
も
差

耐
震
改
修
で
は
、
鶴
岡

市
は
３
分
の
１
で
上
限
60

万
円
で
す
が
、
他
市
町
は

２
分
の
１
で

～
１
０
０

80

万
円
の
補
助
金
で
す
。

鶴
岡
市
は
、
支
援
制
度。

見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
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（月２００円程度）
1月 25人 17,610円
12月 37人 41,650円

住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修

鶴
岡
市
は
支
援
制
度
に
遅
れ

ふ
る
さ
と
賛
歌

21

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

薬
師
堂
の
堂
宇
、
平

（

）

成
７
年

１
９
９
５

に
大
改
修

八
色
木
の
村
谷
地
が
開

田
さ
れ
、
屋
根
の
修
復
に

使
う
茅
を
獲
る
こ
と
が
出

来
な
く
な
っ
た
の
で
、
昭

和

年
（
１
９
４
７
）
に

22
瓦
屋
根
に
改
修
し
た
。

昭
和

年
に
は
、
堂
宇

45

の
傾
き
が
著
し
く
、
道
路

の
整
備
に
よ
り
境
内
の
排

水
が
悪
く
な
り
、
柱
根
の

腐
朽
も
心
配
さ
れ
、
立
ち。

上
げ
工
事
を
行
っ
て
き
た

堂
宇
再
建
に
よ
り
２
９

０
余
年
に
も
な
り
、
そ
の

間
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
老

朽
甚
だ
し
く
、
明
治

年
27

（
１
８
９
４
）
の
両
羽
大

地
震
な
ど
に
よ
り
破
損
が

生
じ
、
大
規
模
補
修
を
要

す
る
状
況
だ
っ
た
。

様
々
な
検
討
の
結
果
、

平
成
７
年
７
月
完
成
を
目

途
に
、
大
改
修
を
行
う
こ

と
を
決
め
た
。

改
築
工
事
費
は
概
算
１

３
０
０
万
円
と
し
て
、
寄

附
を
平
成
６
年

月

日

10

30

ま
で
募
る
こ
と
に
し
た
。

御
寄
進
額
は
１
口
３
万

円
以
上
と
し
、
３
年
分
割

も
可
能
と
し
た
。

寄
附
金
は
、
１
７
４
６

万
５
千
円
が
集
ま
っ
た
。

堂
宇
改
修
工
事
費
は
１

６
０
３
万
６
８
０
０
円
と

な
り
、
法
要
式
典
に
１
４

１
万
２
６
４
０
円
を
支
出

し
、
支
出
合
計
は
１
７
４

４
万
９
４
４
０
円
と
な
っ

た
。収

支
残
金
は
、
薬
師
堂

保
存
会
に
繰
り
入
れ
た
。

平
成
７
年
４
月
に
着
工

し
、
同
年
７
月
末
ま
で
立

派
に
完
成
し
、
８
月

日
17

午
前
９
時
か
ら
精
入
れ
式

遷
座
、
及
び
落
慶
法
要
を

行
っ
た
。

、

記
念
式
典
と
祝
賀
会
は

９
月

日
午
後
２
時
か
ら

10

地
区
公
民
館
で
行
っ
た
。

大
工
棟
梁
は
、
八
色
木

斎
藤
建
築
の
斎
藤
清
一
氏

で
あ
る
。

令和5年度　住宅の『耐震診断』及び『耐震改修』補助事業実施市町村一覧

市町村名
住宅の「耐震診断」補助事業 住宅の「耐震改修」補助事業

耐震診断の対象要件 自己負担額 耐震改修の対象要件 限度額（補助率）

鶴岡市 評点1.0以上 上限60万円（1/3）
昭和56.5.31以前着工、 

在来軸組木造2階建以下
13,000円補強計画作成

酒田市
平成12.5.31以前着工、 

木造2階建以下

10,000円
上段：図面あり 

下段：図面なし 

補強計画別途 
(補強案は作成)

評点1.0以上 上限80万円（1/2）

評点0.7以上 上限60万円（1/2）

13,000円
防災ベッド、 

耐震シェルターの設置
上限10万円

三川町 Ｒ5事業なし 評点1.0以上 上限100.4万円（1/2）

庄内町

平成12.5.31以前着工、 

在来軸組木造2階建以下 9,400円補強計画別途
居住用住宅、500㎡以下

評点1.0以上 上限100万円（1/2）

遊佐町
平成12.5.31以前着工、 

在来軸組木造2階建以下
10,000円補強計画別途 評点1.0以上 上限120万円（1/2）

山形県ＨＰ：「木造住宅の耐震診断・耐震改修の補助制度」から



山
形
県
の
医
師
数
は
令

和
２
年

月

日
現
在
、

12

31

２
６
０
８
人
で
、
人
口
10

万
人
あ
た
り
で
は
２
４
４

・
２
人
、
全
国
平
均
の
２

６
９
・
２
人
よ
り

人
も

25

少
な
く
、
都
道
府
県
別
で

は
下
位
か
ら
９
番
目
の
医
「

師
少
数
県
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。

う
ち
庄
内
地
域
は
、
同

２
０
１
・
６
人
で
、

・
67

６
人
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

医
師
の
働
き
方
改
革

（

）

令
和
３
年
２
０
２
１

５
月

日
に
公
布
さ
れ
た

28

「

」

医
師
の
働
き
方
改
革
法

（
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

「を効
率
的
に
提
供
す
る
体

制
の
確
保
を
推
進
す
る
た

め
の
医
療
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
）
が
、
本

」

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
、
今
ま
で
実
質
的
に
無

制
限
だ
っ
た
「
医
師
の
労

働
時
間
」
に
「
時
間
外
労

、

働
の
上
限
規
制
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

医
師
不
足
の
改
善
が
追

い
つ
か
な
い
ま
ま
だ
と
、

地
域
医
療
に
多
大
な
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

県
の
地
域
医
療
支
援
課

で
は
昨
年

月

日
、
令

10

13

和
８
年
度
ま
で
に
「
医
師

少
数
県
」
脱
却
目
指
し
、

医
師
を
増
や
す
協
議
を
始

め
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
で
も
、
地
域
に

医
師
不
足
を
つ
く
り
出
し

て
き
た
自
民
党
政
治
の
問

題
を
明
ら
か
に
し
て
、
市

と
市
民
レ
ベ
ル
で
の
「
医

師
不
足
を
考
え
る
」
運
動

が
必
要
で
す
。

い
い
か
ら
俺
は
楽
を
し
て

い
る
。
で
も
、
大
型
機
械

を
整
備
し
た
会
社
や
除
雪

の
た
め
に
待
機
さ
せ
ら
れ

て
い
る
多
く
の
方
々
・
つ

ま
り
雪
か
ら
俺
達
の
足
を

守
っ
て
く
れ
て
い
た
方
々

は
、
当
然
な
が
ら
仕
事
が

無
い
ん
だ
。
役
所
は
予
算

が
残
る
が
、
待
機
料
は
ど

の
位
出
る
も
の
か
。
金
が

入
ら
な
い
こ
と
で
困
る
人

が
居
な
い
の
か
。
世
の
中

う
ま
く
い
か
な
い
ネ
～
。

▲
と
こ
ろ
で
去
年
の
庄
内

柿
は
、
令
和
３
年
と
同
じ

で
遅
霜
に
や
ら
れ
、
パ
ー

だ
っ
た
。
と
言
っ
て
も
、

コ
ン
テ
ナ
で
２
個
は
あ
っ

た
か
ら
３
年
よ
り
は
良
か

っ
た
事
な
ん
だ
が
。

▲
実
が
な
ら
な
い
反
動
で、

枝
の
出
た
事
と
言
っ
た
ら

果
木
と
は
見
え
な
い
繁
茂

状
況
。
剪
定
は
そ
の
分
大

変
に
な
る
か
ら
と
、
高
い

け
ど
思
い
切
っ
て
電
動
の。

剪
定
ば
さ
み
を
買
っ
た
ヨ

農
業
は
毎
年
赤
字
申
告
な

ん
だ
が
、
こ
い
つ
は
３
年

償
却
で
申
告
の
準
備
を
し

よ
ー
っ
と
（
石
川
）

。

れ
た
。

日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と

の
配
慮
か
ら
だ
っ
た
。

ま
た
、
恩
賜
や
下
賜
の

た
め
、
忠
義
、
篤
業
、
及、

び
忠
義
者
の
事
跡
と
墳
墓

歳
以
上
の
者
、
節
操
の

80婦
人
な
ど
を
申
告
す
る
こ。

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た

『
巡
幸
沿
道
地
方
官
心

得
』
を
受
け
，
県
令
・
三

島
通
庸
は
各
郡
長
宛
に
さ

ら
に
こ
ま
い
布
達
を
出
し

て
い
る
。

道
の
掃
除
は
砂
な
ど
吹

散
ら
ぬ
よ
う
散
水
す
る
こ

と
。
子
ど
も
が
、
行
列
が

れ
た
。

そ
の
た
め
、
小
休
所
や

宿
泊
所
の
地
で
は
、
国
旗

・
提
灯
等
を
掲
げ
る
が
、

各
自
の
祝
意
は
自
由
で
あ

る
こ
と
。

営
業
は
平
日
通
り
、
往

来
で
の
行
列
見
物
も
自
由

と
さ
れ
た
。

た
だ
し
拝
見
の
時
に
、

尊
敬
を
表
す
こ
と
は
当
然

だ
が
、
立
礼
蹲
踞(

り
つ
れ

い
そ
ん
き
ょ)

で
あ
る
こ

と
、
ま
た
そ
の
地
の
習
俗

に
従
う
こ
と
な
ど
が
示
さ

飛
び
交
っ
て
い
た
の
が
一

段
落
し
た
。

ま
ず
巡
幸
の
目
的
は
、

地
方
の
民
情
を
親
し
く
知

る
こ
と
な
の
で
、
全
て
飾

ら
ず
日
常
的
な
生
活
を
す

る
こ
と
で
、
庶
民
に
苦
し

み
な
ど
の
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
さ

年
初
か
ら
異
変
続
き

年
の
初
め
か
ら
大
き
な

地
震
に
見
舞
わ
れ
た
地
域

が
あ
り
、
大
型
の
旅
客
機、

が
燃
え
る
事
故
も
あ
っ
て

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る

も
の
や
ら
と
、
ど
な
た
様。

も
思
わ
れ
た
事
で
し
ょ
う

併
せ
て
、
庄
内
と
は
な
ん

と
住
み
よ
い
処
な
ん
で
し

ょ
う
か
・
と
も
。
あ
り
が

た
い
事
で
す
ネ
～
。

▲

日
大
寒
に
入
り

日

20

23

頃
に
雪
マ
ー
ク
が
。
こ
ん

な
に
雪
が
な
く
て
良
い
ん

で
し
ょ
う
か
。
ス
キ
ー
に

行
か
な
く
な
っ
て
何
年
か

な
る
が
、
羽
黒
の
ス
キ
ー

は
大
丈
夫
で
す
か
ナ
。
俺

が
子
ど
も
の
頃
は
、
馬
橇

で
堆
肥
を
運
ん
で
い
た
も

の
だ
っ
た
が
、
そ
の
頃
が

今
年
み
た
い
だ
っ
た
ら
、

元
肥
無
し
で
米
を
作
る
こ

と
に
な
っ
た
ろ
う
か
ら
、

ど
ん
な
作
に
な
っ
て
い
た。

も
の
や
ら
ナ
ン
テ
思
う
が

▲
こ
れ
も
異
常
気
象
な
の

で
し
ょ
う
が
、
暗
い
う
ち

か
ら
雪
の
け
を
し
な
く
て

『
巡
幸
沿
道
地
方
官
心

得
』(

略
称)

が
、
１
８
８

１
（
明
治

）
年
６
月

14

11

日
に
布
告
さ
れ
、
こ
れ
で

事
前
準
備
が
進
行
す
る
。

そ
の
趣
旨
は
、
郡
長
・

区
長
・
戸
長
ら
に
よ
っ
て

県
民
に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ

ま
で
、
い
ろ
ん
な
情
報
が

東
田
川
史
跡
物
語

県
の
対
応

「
御
巡
幸
沿
道
地
方
官

―

青
山

崇

并
供
奉
官
員
心
得
書
」

市
民
レ
ベ
ル
の
「
医
師
不
足
を
考
え
る
」
運
動
を

（山形県 令和２年 医師・歯科医師・薬剤師統計の概況から）

通
る
道
に
駈
出
し
た
り
物

を
投
げ
た
り
し
な
い
よ
う

父
母
が
よ
く
注
意
す
る
こ

と
。
脛
を
あ
ら
わ
に
し
て

の
見
物
の
禁
止
な
ど
で
あ

る
。

『
御
巡
幸
沿
道
地
方
官
并

供
奉
官
員
心
得
書

（
国
立

』

公
文
書
館
所
蔵
）


